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集
中
豪
雨
を
侮
る
な　

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
で
、
地
震

や
津
波
に
対
す
る
市
民
の
危
機
感
は

高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
雨
」
に

危
機
感
を
感
じ
て
る
人
は
、
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。　

　

近
年
、
大
雨
の
発
生
が
増
え
て
い

る
の
は
、
地
球
温
暖
化
が
影
響
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
因

は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効
果
ガ

ス
の
増
加
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。

　

豪
雨
に
は「
集
中
豪
雨
」
と「
ゲ
リ

ラ
豪
雨
」
が
あ
る
。「
集
中
豪
雨
」
は

梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
、
幅
数
十
㌔

〜
数
百
㌔
規
模
の
不
安
定
な
大
気
に

発
達
し
た
積
乱
雲
が
原
因
。
雲
の
内

部
で
激
し
い
上
昇
気
流
が
発
生
し
、

強
い
雨
を
降
ら
せ
た
り
、
雷
を
伴
っ

た
雨
を
降
ら
せ
た
り
す
る
。
規
模
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
事
前
に
あ
る
程

度
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
の
半
径
は

数
㌔
程
度
だ
。
１
、２
時
間
の
短
時

間
に
局
所
的
に
降
る
。
原
因
の
一
つ

に
は
都
市
化
が
挙
げ
ら
れ
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に
な
っ
て
、
急
激

な
上
昇
気
流
を
発
生
さ
せ
る
場
合
も

少
な
く
な
い
。

　

短
時
間
に
猛
烈
に
降
る
集
中
豪
雨

は
、
驚
く
ほ
ど
危
険
だ
。
室
根
地
域

で
時
間
雨
量
49
㍉
を
観
測
し
た
７
月

26
日
の
豪
雨
は
、
28
日
ま
で
断
続
的

に
降
り
続
き
、
市
内
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ

　

本
市
の
大
雨
洪
水
被
害
と
い
え

ば
、
２
０
０
２
年
の
台
風
６
号
災
害

が
記
憶
に
新
し
い
。

　

７
月
11
日
未
明
に
房
総
半
島
に
上

陸
し
た
台
風
６
号
は
、
三
陸
沖
を
北

上
し
た
後
、
北
海
道
に
再
上
陸
し
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
上
へ
と
抜
け
た
。
台

吉田正弘防災
課長

市消防本部防災安全対策監

兼防災課長

　７月26日からの豪雨は、02年の台風６号と

比べると、わずかな時間に集中的に強い雨が

降りました。そのため、河川も短時間で増水し

ました。河川改修が進むなど、02年とは地形

が変わっています。

　自然災害は止められません。気候や環境の

変化から、状況は絶えず変化しています。普

段から自分の地域や身の回りに関心を持ち、

よく観察することが大事です。小さな変化に

気付くことが防災の第一歩です。

　災害が発生したら、避難を最優先に考えて

ください。市は被害状況や避難所情報を防災

行政無線やコミュニティFMを通じて発信し

ます。皆さんも情報が届くのを待つだけでな

く、自分から情報を入手するようにしてくださ

い。また、皆さんの情報も寄せてください。寄

せられた情報が、尊い生命や大切な財産を守

ることにつながります。

　市は３月１日を「となりきんじょ防災の日」

に制定しています。全世帯に配布した「わが家

の防災力チェックノート」で、非常時の備えを

確認してください。

一関水辺プラザ（市内狐禅寺）で６月30日行わ
れた水防訓練。過去の災害の教訓を明日の備
えにするため、毎年市が実施している。今年は
市内の自主防災組織からも多くの人が参加。水
防団員らと一緒に積み土のう工法に挑戦した

教
訓
と
課
題

状況は絶えず変化する
常に身の回りの状況の確認を

早期復旧と恒久的、
抜本的な対策を県に緊急要望

風
接
近
に
伴
う
活
発
化
し
た
梅
雨
前

線
と
強
い
雨
雲
の
影
響
に
よ
り
、
東

海
か
ら
東
北
地
方
の
広
い
範
囲
で
大

雨
と
な
っ
た
。

　

岩
手
県
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
の
は
本
市
の
東
山
地
域
。
砂
鉄
川

や
支
川
の
猿
沢
川
が
氾
濫
し
、
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。

　

砂
鉄
川
が
北
上
川
と
合
流
す
る

川
崎
地
域
は
、
北
上
川
だ
け
で
な
く

地
域
を
東
西
に
流
れ
る
千
厩
川
も
増

水
。
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
が
各
所

で
発
生
し
た
。
同
様
に
北
上
川
が
流

れ
る
花
泉
と
藤
沢
地
域
で
も
氾
濫
や

冠
水
の
被
害
が
相
次
ぎ
、
孤
立
し
た

住
民
を
水
防
団
員
が
救
助
用
ボ
ー
ト

な
ど
で
救
出
し
た
。

　

岩
手
県
は
同
年
10
月
、
砂
鉄
川
流

域
の
抜
本
的
な
治
水
対
策
を
目
指
し

た
災
害
対
策
関
連
事
業（
河
川
激
甚

災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
等
）
を
採

択
。
国
土
交
通
省
、
岩
手
県
、
東
山

遠藤達雄県県南広域振興局長に緊急要望書を手渡す勝部市長

町
、
川
崎
村
が
連
携
し
て
、
猊
鼻
渓

下
流
部
か
ら
北
上
川
合
流
部
ま
で
の

約
12
㌔
に
堤
防
を
整
備
し
た
。

防
災
と
減
災

　

あ
れ
か
ら
11
年
。
砂
鉄
川
流
域
の

人
た
ち
は
、
整
備
し
た
堤
防
に
頼
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
治
水
や
水
害
に

関
す
る
勉
強
会
を
開
い
た
り
、
水
防

訓
練
を
実
施
し
た
り
し
て
、
水
害
へ

の
意
識
を
高
め
て
い
る
。

　

豪
雨
で
想
定
さ
れ
る
災
害
は
①
河

川
の
増
水
と
氾
濫
②
①
に
伴
う
家
屋

な
ど
へ
の
浸
水
③
が
け
崩
れ
な
ど
の

土
砂
災
害

－

な
ど
で
あ
る
。
災
害
発

生
時
は
①
河
川
に
近
付
か
な
い
②
止

水
板
を
車
庫
入
り
口
や
玄
関
な
ど
に

設
置
し
た
り
、
土
の
う
を
積
む
③
が

け
崩
れ
な
ど
が
発
生
し
や
す
い
場
所

か
ら
避
難
す
る

－

な
ど
。

　

市
は
、
過
去
の
水
害
で
得
た
知
識

と
経
験
を
教
訓
に
、
毎
年
、
水
防
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
は
６
月

30
日
、
市
内
狐
禅
寺
の
一
関
水
辺
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
消
防
関
係
者
の
ほ

か
、
市
内
の
自
主
防
災
組
織
も
参
加

し
て
、
大
規
模
な
水
害
発
生
時
の
備

え
と
行
動
を
確
認
し
た
。

　

市
消
防
本
部
の
吉
田
正
弘
防
災
課

長
は「
災
害
発
生
時
の
的
確
な
判
断

と
冷
静
な
行
動
は
、
日
頃
の
訓
練
か

ら
生
ま
れ
る
。
全
て
の
人
が
防
災
意

識
を
持
ち
続
け
、
備
え
を
強
化
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
は
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
人
災
を
な
く
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

減
災
で
あ
る
。
今
回
の
豪
雨
で
は
、
何
が
で
き
て
、
何
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

過
去
の
教
訓
は
明
日
の
備
え
に
な
る
。

　市は８月５日、一関地区合同

庁舎で本年度の県に対する要望

を行いました。

　勝部修市長は一般要望に先立

ち、遠藤達雄県県南振興局長に

「平成25年7月26日からの大雨

災害に関する緊急要望書」を手

渡しました。

　02年の台風６号による大雨洪

水災害で被災し、復旧した場所

が、今回の豪雨で再び被害を受

けるなど、市内には豪雨の爪痕

が残りました。また、11年の歳

月を経て、砂鉄川の川底は、土

砂が堆積して高くなっています。

　このようなことから市は、一

時的な復旧ではなく、恒久的か

つ抜本的な治水対策の必要があ

ると判断。激甚災害の指定、道

路側溝に堆積した土砂の処分な

どと併せて県に対応を要望しま

した。


